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古堅南小学校 NIE実践資料 

令和元年度  古堅南小学校 ＮＩＥの取り組み 

１ 図工科 「やぶいた かたちから うまれたよ」

①新聞を記事や写真は気にせず自由にやぶいていく。

②やぶいた新聞を使い、形を組み合わせていろいろ物を作る。

２ 生活科 「あきをさがそう」

①飾り付けできそうな秋のものを探す。（落ち葉等）

②飾りを付けるものを新聞で作成する。 兜やかばん等

③秋のものを使っていろんなものに飾り付けをする。

３ タイム等（日常的に）

①写真から、「問いの文、答えの文」のセリフを考える。

②新聞記事の読み聞かせと、簡単な感想発表。

③新聞の写真掲示。

１ 生活科 「〇〇を探そう」

①夏・秋・生き物などジャンルを決めて

新聞の写真から記事を集める活動。

記事は読めないので、写真をもとに選んだり、

教師が説明してあげる。

２ 国語科 「グループ発表会をひらこう」

①グループで話し合い活動を通してクイズを作る。

②りゅう ！・ワラビー等の特集記事より、グループで話し合

いクイズ作りをする。

③クイズを発表し合う。

子ども新聞の読み取りが難しい子もいたので、

記事の読み聞かせ等を保護者に手伝ってもらった。（参観日など）

に し ・ ぶ 

 

 

読谷村立 古堅南小学校
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４ 校内研修

研究授業後，校内研修を行った。ＮＩＥとは何か？という教師が多かったので，前任校

で取り組んだ実践と，６学年の取り組みを紹介した，興味をもってくれた職員が多く，前

向きな質問も多く出た。

最後に，無理なくできる取り組みから，スタートとすることを確認した。

５ コンクール

・日本新聞協会「いっしょに読もう！新聞コンクール」に応募。（６学年）

・沖縄タイムス社「スクラップ新聞コンクール」に応募。（６学年）

６ その他

・朝日小学生新聞の「よみとき新聞ワークシート」

・読売新聞の「ワークシート通信」

以上２点が定期的に配布される。

７ アンケートから（６学年）

（ ）「新聞の良いところ，興味をもったこと」

・いろんな情報がある。 ・クイズがある。 ・豆知識が増える。

・インターネットと違って，デマとかではなく，事実が書かれているところ。

・各新聞，同じニュースでも，違うことが書かれていたり，読みたくなる載せ方があ

っておもしろい。

（ ）「新聞の難しいところ」

・たまに難しい（習ってない）漢字がある。 ・文字が小さい。

・ページがたくさんあって，探したい記事が探しにくい。

（ ）「新聞を使った学習の良いところ」

・今まで見なかった，記事を見るようになった。 ・知識が増える。

・読むのが苦手だけど，読む力がついた。 ・同じ記事を集めて貼ってわかること。

・記事の切り取りができ，ノート整理，スクラップ新聞が作りやすい。

・いつまでも残せるので，見ながら学習しやすい。

（ ）「新聞を使った学習の難しいところ」

・まとめるのが難しい。 ・読みやすいようにすること。

・たくさんの記事から，選ぶのが難しい。

・自分が集めたい記事を見つけるのに時間がかかる。

   
 

 

 
 

 

 
 

浦添市立 牧港小学校
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８ 実践事例

関連教科とＮＩＥ

国語科（６学年）

・教科書『引用して話そう』『三字以上の熟語の構成』『複数の意味をもつ漢字』

『熟語の意味』「新聞記事を書いて，言葉と事実について考えよう」

総合的な学習の時間（６学年）

・平和学習の取り組みとして，新聞記事の特別号で調べ新聞にまとめた。

・新聞記事スクラップ

体育科（６学年）

・オリンピック関連

図工科（６学年）

・鑑賞「遊んでアーティスト」（朝日小学生新聞）

家庭科（６学年）

・「おいしいおてつだい」（朝日小学生新聞）

特別活動（６学年）

・キャリア教育「みんなのお仕事」（朝日小学生新聞）

９ 実践者の感想

本校は，ＮＩＥ実践指定校初年度なので，学校テーマの「新聞に親しみ，主体的・対

話的で深い学びの実現」から，子どもたちに新聞に親しみをもつことからスタートした。

学年集会で，新聞の見出しを見て，新聞社の伝えたい記事の紹介から始め，平和学習で

は，平和記念資料館で見学し調べたことと，沖縄戦特集号の新聞記事を組み合わせた平

和新聞づくりができ，沖縄戦について深めることができた。

コンクールの取り組みとして，日本新聞協会「いっしょに読もう！新聞コンクール」

は，夏休みの宿題として，多くの家庭で一緒に取り組んでもらえた。沖縄タイムス社「ス

クラップ新聞コンクール」は，子どもたちが自分のテーマに合った記事選びの中で，い

ろんな新聞各紙，記事に触れることができ，アンケートにあったように，新聞の良さに

気づくことができた。

今年度は，図書室でも図書司書が新聞コーナーを設置しており，多くの児童が関わる

機会が増えた。

次年度は，子どもたちがさらに，親しむことができる図書室環境にも取り組みたい。
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令和元年度 石垣市立崎枝中学校 NIE実践報告書 

石垣市立崎枝中学校 

教 諭     平 哲也 

 

１ はじめに 

 本校は、今年度より日本新聞協会指定 NIE実践校となり、小学 6年、中学全学年を実践学

年として、新聞を活用した教育実践に取り組んだ。本校は５年前から新聞を活用して発表す

る取り組みを実践していた。今回、NIE実践校に応募するにあたり、全国紙・県紙・地元紙

を読み比べることで生徒の視野を広くし、発表する力を育成することでこれまでの実践を

さらに充実させたいと考えた。今年度は、社会科や学級活動で取り組んだ実践を紹介する。 

 

 

２ NIEと校内研修との関わり 

本校の校内研修主題は、「確かな学力の定着を図り、自らの書く力、発表する力を高め

る指導の工夫～学力向上推進プロジェクト方策１及び方策４に焦点をあてた授業改善を通

して～」である。本校は、5年前から新聞記事を読んで、その記事の要約や感想を発表す

る集会の機会を設けている。この取り組みをさらに充実させることで、校内研修主題であ

る「自らの書く力、発表する力」を高められると考え、実践を行った。 

 

 

３ NIEコーナーの設置 

平成 31年４月より中学 1，2年教室（社会科教室）と図書館を中心に全国紙・県紙 2紙・

地元紙 2紙の新聞を閲覧できるコーナーを設置した。（図１）実は、今回の NIE指定を受け

て学校司書が近隣の学校や石垣市立図書館に声かけをし、新聞掛けを借用することできた。

（図２） 

新聞掛けのおかげで教室掲示のスペースがコンパクトなり、とても助かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）図書館に掲示されている新聞    （図２）社会科教室の新聞掛け 

 

   
 

石垣市立 崎枝中学校
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〇新聞を読むことの抵抗がなくなり、いろんな視点から自分なりの視点を持つことがで 

きた。 

 

〇第 10回いっしょに読もう新聞コンクール」の応募の際、新聞記事に対して、家族や友 

達にインタビューしたことで、自分の考えが深まったとの感想があった。 

 

（２）課題 

●主要 5教科（国語・社会・理科・数学・英語）での取り組みを目標として、研修会で

の事例紹介をしたが、達成できなかった。今後も、他校の実践事例や NIEの教育的効

果を粘り強く紹介し、先生方の温度差をなくし、共通理解・共通実践を進めていきた

い。その際、負担感のない取り組みから始める。 

 

●次年度から小中連携での NIE実践となるので、9年間の学びをつなぐ NIE活動を実践 

していく。具体的には、各学年の発達段階をとらえ、共通認識・共通実践を行うため

の連絡調整を密に行っていく。 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

   

   

 

 

   

 

 

石垣市立 崎枝中学校
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2019 年度 NIE 実践報告書 
学校法人佐藤学園：ヒューマンキャンパス高等学校（全国広域通信制普通科：３９００人） 

名護市三原区 263 番地  担当：友利 奈央 
1.はじめに 
 本校では、2019 年度から NIE 実践指定校に認定され、通信制高校初の実践校となる。スクーリングで全国

の生徒と関わる中で、全国紙と地方紙を通して沖縄についての興味関心に繋げるとともに、新聞を活用した授

業で新聞を身近に感じ、それぞれの地元でも新聞の活用ができるよう実践を進めた。インターネットが普及

し、生徒が情報収集するには、専らスマートフォンやパソコンを使用し、自分の興味関心のある分野だけとい

う限定的な現状だが、この NIE を通して新聞から広い視野を養っていけるよう取り組んでいる。 
 
2.成果と課題 
(1)成果 
①校内研修を行ったことで、各教科で新聞を活用した授業を模索するようになった。 
②生徒が活字に触る機会で国紙と地方紙の違いから伝達される情報の違いや面白さに気付くことができた。 
③県内外の生徒と授業を行う中で、地元紙との違いを自然に話しはじめ、交流のきっかけになった。 

(2)課題 
①通信制高校で単発での授業展開となり、特定の教科だけでなく、多くの教科で活用できるように検討する。 
②新聞コーナーを作成し、より新聞にふれる場所を設ける。 

 
3.本校の取り組み（①NIE アドバイザー宮城通就教諭の校内研修 ②新聞記事の掲示 ③授業実践） 
①NIE アドバイザー宮城通就教諭（辺士名高校）による職員対象 NIE 校内研修 

１：新聞の構成や特長について 

２：学習指導要領との関係について（大学共通テストとの関連含む） 

３：全国紙と地方紙の違い ～ワークその１ 「違いを発見しよう」（15 分程度）～ 

・読み比べればできる、5種類の学びの紹介 

（『これならできる！新聞活用 NIE入門ガイド』（日本新聞協会）より） 

４：第 34回全国 NIE大会（宇都宮大会） 報告（高校編） 

５：新聞活用授業事例の紹介（『新聞授業 ガイドブック』（朝日新聞） 

６：～ ワークその２ 「沖縄のよさをアピール」（35 分程度）～ 

７：まとめ  

 
 
 
 
 
 
 
②家庭科室での新聞記事の掲示 
 
 
 
 

ヒューマンキャパス高等学校
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③授業実践（英語・国語） 
（１）英語 学習指導案 
 

ヒューマンキャンパス高等学校 
英語教諭 石川 倫 

１．日時  
  令和元年 11 月 18 日（月）50 分 
 
２．実施クラス 
  那覇・名護学習センター2 年次（28 名） 
 
３．生徒観 
  本校は通信制高等学校であり、本授業は那覇学習センターと名護学習センターの合同クラスである。普段は

共に学ぶことはないが、年数回のスクーリング授業において顔を合わせている。英語に対する苦手意識が高い生

徒が多い様子である。 
 
４．教材 
 ・県内新聞（2 社） 
 ・ワークシート 
 
５．単元設定の理由 
 日常的に使っている日本語の中にも英語で通じる言葉があるということを理解してもらいたいため、新聞を活

用し、英語に苦手意識をもつ生徒に、少しでも英語に興味をもってほしい。新聞を見て、日本語であるカタカナ

語を探し、英語圏で意味が通じる語と通じない語があることを知ってほしい。 
 
６．本時の目標及び評価基準 
（１）本時の目標 
 ア. テーマである和製英語に興味をもち、積極的に活動に参加する。新聞の中からカタカナ語を探し、英語圏

で伝わる語と伝わらない語を知る。 
イ．ビンゴ活動を通して、新たな英単語を知る。 

 
（２）評価基準 
 ①コミュニケーションへの関心・意欲・態度 
 ②外国語表現の能力 
 ③外国語理解の能力 
 ④言語や文化についての知識・見解 
７．本時の展開 
 
時間 指導過程 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5 分 warm-up 

担当教員の自

己紹介 

担当教員の自己紹介

を英語で聞いて理解

する。 

英語の授業に入りやすい雰囲

気づくりに努める。 
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7 分 和製英語クイ

ズ 
①ワークシートに書

かれた語について、

英語で通じるか通じ

ないかを考える。通

じる語には〇を、通

じない語には×を書

く。 
②答え合わせ 
③それぞれの和製英

語について正しい英

語を書きとる。 

机間巡視をし、手が止まって

いる生徒への声掛けを行う。 
 

15 分 新聞からカタ

カ ナ 語 を 探

す。 

①普段新聞を読むか

の問いに答える。 
 
 
 
②新聞に目を通し、 
カタカナで書かれた

語に〇をつける。 
（10 分） 

①新聞を読む生徒の実態調

査。 
Do you often read 
newspaper? 
 
②新聞から見つけた語は、次

のビンゴ活動で使用すること

を伝え、英語で伝わると思う

カタカナ語を 25 個以上探さ

せる。 

 

20 分 アクティビテ

ィ 
【ビンゴ】 

①見つけた語をビン

ゴシートへ記入し埋

める。 
 
②一人ずつ、単語を

言っていき、英語で

通じる語であれば×

を書いて、消してい

く。 
 
③ビンゴになった生

徒はビンゴ！と大き

な声で言う。 

 
 
 
 
②英語で通じるか通じないか

を答えていく。 
生徒の興味を持続させるよう

に声かけを行う。明るくテン

ポよく行う。 
・生徒からあがった語につい

て英語を提示していく。 

 

3 分 まとめ 本時の感想を書く。 机間巡視  
 
 
 
 
 
 
 

ヒューマンキャパス高等学校
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テーマ「社会に関心をもち、課題に対して多角的視野から考え，発信する力を育てる」 
～学校、家庭での新聞活用を通して～ 

沖縄市立比屋根小学校 教諭 仲村 拓磨 
川上 涼子 

１．比屋根小学校では、Ｈ２６年度より NIE の指定校として認定され高学年を中心に授業や日常的な活動に

NIE を取り入れてきた。今年度もテーマを継続し、活用に関しては、職員や児童が気軽に活用できる NIE を

目指して、全学年で月に一回朝の新聞読み聞かせを実施した。本校の課題として挙げられるのが、「学習意欲

はあるが，学習の中で課題に対して問題意識を持ち，自分なりの考えをもつことを苦手としている児童が多い」

ということが挙げられる。この現状をうけて、今年度はこれまでの活動も引き続き行い、さらに、各学年の実

態に応じた新聞活動を通して「社会に関心をもち，課題に対して多角的視点から考え，発信する児童を育てる」

ことを NIE 活動の大きなねらいとした。特に高学年では、昨年度以上に授業での新聞活用やはがき新聞の実

践に力をいれてきた、 
 
２．児童の実態と活動を方針 
（１）児童の実態 
学級アンケートなどから新聞の閲覧頻度が低いことがわかった。この背景には、インターネット、スマート

フォンの普及により、新聞購読率が低下、活字離れが影響していると考えられる。そのため、児童自身、社会

への関心が低く、社会性に乏しいという実態がある。また，全ての教科において、課題意識が低く、自分の考

えをもたない児童が多い。また、自分の考えを相手に分かりやすく伝えることが苦手な児童が多い。 
（２）活動方針 
 実態を踏まえたうえで、学習活動だけで新聞活動をしても効果が低いと考え、まずは日常的に新聞に触れさ

せ、新聞に親しませること活動を行った。また、学年で年間を通して NIE 活動を実践していくために「無理

なく、楽しく，継続できる活動」を教師のテーマにかかげ、活動を行ってきた。さらに、今年度も、書く力を

つけるために、はがき新聞や記事を読んでの感想などで書く活動を計画した。以上の方針を踏まえて、以下の

活動を行った。 
  ①新聞に触れる 
  ②新聞に慣れ親しむ 
  ③記事を読み、自分の考えを発信する。 
  ④記事を学習活動で活用する。 
  ⑤キャリア教育で活用する。 
  ⑥はがき新聞 
 
３．学校、学年としての取り組み 
 ＜学校＞ 
 ・新聞読み聞かせ 
 ・図書館で新聞閲覧コーナーを設置 
 ・学校の掲示板に NIE コーナーを設置 
 ・新聞の読み方を学ぶ授業の実施（NIE アドバイザーの活用） 
 ＜学年＞   
 ・各教科での活用    ・朝の読み聞かせ 
 ・はがき新聞      ・理科新聞の作成 

沖縄市立 比屋根小学校
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４．新聞活動にあたっての工夫 
 ・新聞購読の年間計画を立てる際に、各教科の単元配列を意識した。また両新聞社から提供された新聞を６

学年各学級に配布した。 
 ・家庭へ協力依頼をし、新聞を提供してもらった。 
 ・教師が授業で使えそうな記事を収集し，授業で活用した。 
 ・販売店から子供新聞を提供してもらった。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
５．実践について 
（１）新聞活動を通して身につけたい力 

  ①課題に対して問いを持ち，多角的な視点から考えを持つ。そして分かりやすく表現する力 
   ・記事から読み取ったことを５Ｗ１Ｈに意識しながらまとめる。（表現力） 
   ・感想や意見を相手に伝わりやすくまとめる。（表現力） 
   ・記事に対して問いを持つ。（思考力） 
   ・社会に関心を持ち、自分の考えや意見を持つ（思考力） 
   ・自分の意見と比べながら相手の意見を聞き、さらに自分の考えを深める 

（思考力、判断力、表現力） 
②広い視野に立って考える力 

   ・記事について話し合い活動を通して、社会的事象を多面的にとらえる力（思考力、判断力） 
（２）実践の概要 

単 元 実 践 内 容 
国 語 ・単元での活用、読み聞かせ はがき新聞 

社 会 ・政治・国際関係 ・環境 ・事件・事故 ・新聞作り、教育 

理 科 ・理科新聞 

道 徳 ・記事を読んで感想（ワークシートを作成）・記事をもとに話し合い活動 

総合的な学習の時間 ・キャリア教育での活用（努力、協力、挑戦 職業観）  
・記事についての感想、意見の交流、・国際理解教育            
・新聞作り ・平和学習 

日常的活動 ・読み聞かせ   ・記事を読んでの意見交換 ・新聞投稿 
 

 

学級保管  
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＜学習での活用＞                                                                      
総合的な学習における平和教育～沖縄戦について学ぼう～ 
６月２４日付けの県内紙・県外紙を取り寄せ，沖縄戦の記事ついて比べ読みを行った。 
新聞社別に沖縄戦の記事の数や内容を比べた。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

6 月２４日の記事を県外紙と県内紙で比べ読み、記事内容の違いや扱いの違いについて考える。 
 

県外紙と県内紙で沖縄戦や慰霊の日についての記事を切り抜いて、記事の数や見出しを比べる。 
 

板書と切り抜いた記事をまとめた掲示物 
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 ・記事対して問題意識を持つようになり，多角的な視点から自分なりの答えをもつようになった。 
・教科においての思考力、判断力、表現力が身についた。特に分かりやすく表現できる力が身についてきた。 

 ・はがき新聞を作成することで、文章をまとめる力がついてきた。 
（２）ＮＩＥについての児童の感想 
 ・見出しだけで何を書いている記事なのか考えるようになった。 
 ・スポーツしか見てなかったけど、地元の事が書かれていたりしておもしろい。 
 ・同じ記事なのに、友達と意見が違ったりして楽しかった。 
 ・新聞社によって伝え方や内容が違うことに驚いた。 
 ・自分の伝えたいことを短くまとめることができるようになってきた。 
（３）実践者（教師）の感想 
 ・子ども達に社会性が身についてきた。 
 ・学校・学年全体で行うことで、活動の雰囲気が作られ、効果がとても高かった。 
 ・ＮＩＥ活動を通して、思考力、判断力、表現力がついてきた。 
 ・セミナーに参加することで、学年全体に周知し、取り組むことができた。 
 ・はがき新聞を活用することで、コンパクトに書く力が身についた。 
 ・新聞記事について話す事で社会の出来事に関心を持つ児童が増えた。 
（４）課題 
 ・ＮＩＥ活動をさらに学校全体へ広げていく方法。また、保護者、地域への広げ方 
 ・部数が少ないので、どのように新聞を収集していくか。 
 ・職員の異動により、実践者が変わるので、学校内での今後の継続方法 
 ・ＮＩＥ実践者の広げ方 
 ・教師が負担なく継続して、学校全体として取り組める方法 
 
 

沖縄市立 比屋根小学校
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日常的な新聞活用を目指して 

～うるま市立川崎小学校の NIEの取り組み～ 

 
うるま市立川崎小学校 

教 頭  甲斐 崇  

 

１ はじめに   

  うるま市立川崎小学校（校長 伊波みどり）は、本島中部に位置する在籍３９７名の中規模校で
ある。２０１７年度から２年間、ＮＩＥ（Newspaper in Education）の協会指定校として認定を

受けて日常的な新聞活用に取り組んできた。 

２０１９年度は、沖縄県独自指定校となり、ＮＩＥタイムを中心として活動を行った。 

 
２ ＮＩＥタイムの実施 

   昨年度より毎週月曜日、朝のドリルタイムの時間を「ＮＩＥタイム」と位置づけ、全学年で

（１年生は２学期からの実践）新聞を使った日常活動を行っている。今年度は、週時程の変更

に伴い、実施時間が短くなってしまったため、十分に時間を取ることができないクラスもあっ

たが、昼のドリルタイムと合わせて行ってよいことも確認して継続することができた。 

①  ワークシートの活用 

今年度も主に、各新聞社等が提供しているワークシート（読売新聞ワークシート、よみと

き新聞ワークシート）や琉球新報小中学生新聞「りゅう PON!」のレッツチャレンジ！ＮＩＥ

の活用を中心に各学級で実践した。あまり新聞を読んだことがない児童の新聞に対する抵抗

感をできるだけ無くすこと、また新聞を活用した実践経験がない職員にもすぐに取り組みや

すいという利点があるためである。 

活用に当たっては、発達の段階に考慮し、すぐにワークシートを解かせるだけではなく、

読み聞かせ風に教師が記事を読んで紹介したり、紙面そのものや記事にある写真を書画カメ

ラで提示して興味関心を起こさせたり、一緒に記事を読んだりしてから問題を解かせるなど、

工夫を行った。 

ワークシート実施後には、教室の背面掲示板や広場の掲示板に掲示する等、実施したこと

が足跡として残るようにした。 

   

②  スクラップ等  

今年度は時間が十分確保できないこともあり、どうし

てもワークシートが中心となった実践が多くなりがち

になるという課題も出てきた。そこで、学期途中からは

昼のドリルタイムも活用して続きを行うことも可能に

し、実践しやすい状況を作った。 

３学期には、実際の紙面を用いて、自分で新聞を開い

て読んだりすることも取り入れてもらい、特定の記事を

うるま市立 川崎小学校
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配布しての学習や、新聞から好きな記事を選んで要約する新聞スクラップ等を行う実践も行

った。 

ワークシートも活用しつつ、低学年ではカタカナ探しや習った漢字を探す取り組みや、中

学年では総合的な学習の時間との連動で、沖縄に関する記事を集めたり、スクラップしたり

する活動、高学年では新聞スクラップをする等、発達の段階に応じてＮＩＥタイムを充実さ

せていくことができた。 

   

③ 視写タイム 

ＮＩＥタイムと関連した取組として、毎週金曜日の昼

ドリルの時間を活用して、今年度は朝日小学生新聞の

「天声こども語」の視写を４年生から６年生までの高学

年で実施した。新聞自体は、学校予算で調達し、ワーク

シートは本校の伊波みどり校長が毎回自作してくださ

り（右図）、実現することができている。 

具体的な実施方法は、あらかじめ黒板に難しい漢字を

板書しておき、読み方を確認する。次に、全員でその日のワークシートに記載された「天声

こども語」を読む。そして残りの時間でワークシート内に視写を行うという流れであった。

限られた１０分間の昼のドリルタイム内であり、開始当初は慣れないこともあり、数行しか

書き写せない子も多く見られたら、毎週繰り返すうちに、徐々に書き写す量が増え、全部書

くことができる児童も多くなった。「読んで写す」という作業を通して、お手本となる文章を

学び、読解力の向上にもつながった。 

  
３ 成果と課題 
（１）成果 

  ① これまでのＮＩＥの取組の成果もあり、職員のＮＩＥへの理解が得られた。 
② 昨年度から取り組んだこともあり、学校全体でのＮＩＥタイムもスムーズに実施できた 
③ ワークシート等の活用から新聞に親しませることで、子どもたちにとって新聞が身近にな

り、興味関心の範囲が広がり、身近な事象をより知ろうとする態度が見られるようになった。 
（２）課題 

  ① ＮＩＥタイム自体の時間が短くなったこともあり、朝だけでは十分な実践ができない学級

も見られ、年度途中に改善が必要となった。 

  ② 新聞紙面そのものの活用をさらに広げる工夫が必要だった。 

 

（３）次年度に向けて 

  ① 次年度もＮＩＥタイムは継続することになった。また週時程も見直し、一昨年と同じ程度

の時間も確保できることになった。今後も、新聞に慣れ親しみ、日常的に新聞を読む機会を

設けるようにする。 
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緑風学園 NIE 実践報告 

 

 

１   

緑風学園は、Ｈ28 年度よりＮＩＥの実践指定校に認定され、１～９学年で日常的なＮＩＥの実践

を進めてきた。取り組みとしては、親子でつながる新聞スクラップノート、新聞遊びや新聞読み聞か

せ、伝え合う力を高めるＮＩＥフリートークなど、朝の時間や宿題を通して「思いや考えを伝え合う

力」の育成を図ってきた。CS（コミュニティスクール）アンケートの結果からも「積極性に課題があ

る」との回答が多く、本校の児童は、積極的に思いや考えを伝え合う力に苦手意識を持っていること

が分かった。また、新聞購読率も低く、普段から新聞に親しむ経験が少ないことも分かった。まず、

「新聞に慣れ親しむ」ことの必要性を実感し、「ＮＩＥの日常化」をテーマに、楽しく取り組むＮＩ

Ｅがスタートした。 

 

Ｑ地域の子どもの課題は何ですか 

             保護者                 地域 

 

 

 

 

 

 

 

                           Ｈ28年度 ＣＳアンケート結果より 

 

 ＮＩＥ け 力 

児童生徒の実態から設定した育てたい３つの力 

① 自分の思いや考えを伝え合う力     (思考力・判断力・表現力) 

② 自分の思いや考えを書きまとめる力   (書く力) 

③ 社会の出来事に関心を持ち、調べる力 （つながる力） 

 

 ＮＩＥ 」  

・保護者に NIE について知ってもらうために、4 月の授業参観日などに NIE の説明資料を配付した。 

・新聞購読の年間計画を立てる際にはどの月にも新聞に触れられるようにした。また、学習や行事と 

の関連性も意識し、重点的に多くの新聞を注文する月を設定した。 

・NIEコーナーをすべてのブロック掲示板に設定し、新聞活動の足跡を見る場、親しむ場をつくった。 

・ブロック掲示板に、新聞コーナーをつくり、沖縄県紙、全国紙がいつでも手に取れるようにした。 

・緑風学園の NIE についてまとめ、地域や保護者に配布し、学びや成長を発信した。 

・校内研修で NIE の日常化を目指し、理論・実践研修に努めた。 

え合 成 Ｎ て  

名護市立小中一貫教育校 緑風学園
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NIE の環境づくり（図書室） 

NIE の作品展示 授業参観日 親子で新聞読み聞かせ 

名護市立小中一貫教育校 緑風学園
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果  

【 果】 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【6月】                     【12月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートや各調査の結果、授業、思考ツールやスクラップノート等からみえた成果 

 １．「伝え合う力」の向上・・【関心・意欲・態度】の面で変容がみられた。 

伝え合う力がついてきた。 

 ２．「書く力」の向上・・・・考えを広げ、深め、文章化する力がついてきた。 

              各調査等において｢書く力｣に関する問題での向上がみられた。 

              ｢新聞製作学習｣が一番人気で、書く学習に意欲的に取り組んでいた。 

３.「つながる力」・・・・・・学習にしっかりと向き合い、粘り強くやりとげる児童･生徒が多く 

なってきた。 

親子と共に NIEに取り組み、主体的に社会に目をむけ、そこで得 

た学びを発信するようになってきた。 

【 】 

・9 年間の学びをつなぐ NIE 活動の一層の充実（各学年の発達段階をとらえ、共通確認・共通実践を行う） 

名護市立小中一貫教育校 緑風学園
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87沖縄市立 コザ中学校
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平成３１年度

実践校 実践報告書

沖縄県立宜野座高等学校 
公民科 教諭 比嘉  啓信 
地歴科 教諭 齊藤    憲 

 
１ はじめに 

本校は、平成２９年度から２年間、日本新聞協会より、県内の高校として初めて NIE 実践研究指定

校認定を受け、試行錯誤を繰り返しながら様々な実践に取り組んできた。１年目の取り組みでは、県の推

進協議会の支援・ご協力を頂きながら、生徒が県内外の新聞を閲覧する機会を得ることができると同時

に、その新聞を教材化し、記事の内容を読み比べさせるなどの実践に取り組むことで、「生徒の社会問題

への興味・関心」を喚起することができた。それを受け、２年目の実践では、「主体的・対話で深い学び」

が NIE 教育を通して実践することがどのようにできるのかということを目標にしながら実践を進めた。

主権者教育など、おおくの場面で上記の目標を意識しながら実践することで、「主体的・対話的で深い学

び」の実践に対して、NIE という教育手法のもつ可能性に関して、多くの手応えを感じることができた。 
そうした２年間の実践を踏まえ、今年度は、県 NIE 協会の実践指定校として、新しい NIE 教育の可能

性について検討、実践を進めてきた。特に、本校が２０１８年度より２０２０年度までの３年間、指定を

受ける「キャリア教育推進事業研究協力校」との絡みの中で、昨年度までの取り組みに合わせて、「生徒

のキャリア発達に対して NIE 教育がいかに効果を持つか」という点に着目し実践を進めてきた。今回は、 
その１年間の取り組みの様子を概観してみたい。 

２ 本校の取り組み（主なもの） 

3 年生･･･①「新聞記事の読み取り～お互いの読み取り視点の交流と自己肯定感の醸成に向けて～」 
 ②「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として） 
 ③「新聞感想文」（夏季休業中の課題として） 

２年生･･･①「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として） 
 ②「新聞感想文」（夏季休業中の課題として） 

1 年生･･･①「SDGｓの視点から沖縄の問題・課題を考えよう」 
           ②「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として） 

 ③「新聞感想文」（夏季休業中の課題として） 
 
３ 成果（主なもの） 

（１）いっしょに読もう新聞コンクール（主催：財団法人日本新聞協会） 
①全国学校奨励賞 宜野座高等学校 

②沖縄県 NIE 推進協議会長賞 東
あずま

幸久乃
ゆ き の

（２年） 
③沖縄県 NIE 推進協議会奨励賞 山内

やまうち
玲
れ
亜
あ
（３年） 

（２）第９回 沖縄タイム社主催 沖縄県新聞スクラップコンテスト 

沖縄県立 宜野座高校
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（３）課題発見、課題解決に向けた自己の見解等を効果的な言葉を用い、他者に自身の言葉で伝える

ことができる。（表現力、他者との関係性） 
（４）他者の意見に耳を傾け、様々な課題に目を向けると同時に、多角的に問題を分析し、その解決

に向けて創造的・主体的に取り組むことができる。（他者の考えから学ぶ力、多角的視点から

の分析力） 
（５）（１）～（４）の学習を通しての自身の変容を言語化することができる。（主体変容の理解～メ  

タ認知） 
（６）自らの地域や日々の生活・暮らしを見つめ直すと同時に、それとの関連も含めて、自らがどの

ような将来を選ぶのか（進路選択）、選びたいのか（進路希望）について考える力を身につけ

ることができる。（キャリア教育との関連から） 
 

関 単 得 せた

（１）課題・問題発見力（自らの生活に寄り添って地域の問題・課題を発見する）

（２）批判的に考える力（自らの課題意識と他者の課題意識を踏まえ、解決案・代替案を共に摸索す

る）

（３）地域、世界の未来像を予測して計画を立てる力（歴史と現在を踏まえ、自己の想像力・創造力

の有意味性を理解する）

（４）多面的、総合的に考える力（複眼的・多面的思考力）

（５）コミュニケーション力（「対話」を創る力～対等・平等・傾聴・尊重・肯定的で建設的意見～）

（６）他者と協力する態度（協働・共感・共鳴・共振だけではなく、違和感・反感・嫌悪感をも受容

する）

（７）他者とのつながり（ ）を尊重する態度（ノットワーキング〔 〕～創造性・想

像性ある人々は、即興的に関係（結び目）を作ったり、壊したり、作り直したりできる～）

（８）問題解決の場・空間・つながりに進んで参加する態度 （積極性、主体性、リスクテイカー～

リスクを取りながらも問題・課題解決に向け果敢にチャレンジする意思の力）

つ  
 

現在、我々をとりまく課題・問題は、以前にも増して専門的、複雑化・多様化している。あわせて、

情報化、グローバル化の進展にともない、私たちを取り巻く様々な課題・問題の解決にあたっては、国

境を越えての協力・協調が不可欠となっている。（ボーダレス社会、地球市民）さらに、地球規模で起

きている環境問題の中には、今ここに生きる我々の生命はもちろんのこと、地球環境または地球の自然

環境の存続自体を脅かし、未来を生きる私たちの子孫の生命をも脅かしているとも言われる。

新学習指導要領においても指摘されているように、このような地球規模の課題・問題が年々深刻化し

ていく厳しい世界に生きている子供たちに対し、従来の知識・理解を中心とした教え込みの教育をその

まま続けていても課題解決に対応するちからは育成できない。「持続可能な社会の担い手」と子ども達

がなるためには、どのような資質・能力が求められているのか、その育成に、どのような教育の在り方

が必要なのかを共に考え、実践を通して共有していく教育改革、授業改革がいま求められている。
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さて、こうした観点から地球規模の課題・問題を解決するとともに、「持続可能な社会」を構築する

重要性をどのように子供たちが学ぶか、その際に必要な教師の指導・支援はどうあるべきかという点に

ついては、国や地域の状況、子ども達の発達段階によっても異なるため、その目的・方法等に関し工夫

が必要となる。この点に関して、「我が国における 『国連持続可能な開発のための教育の 年』実施

計画」（平成 年３月 日決定、平成 年６月３日改訂「国連持続可能な開発のための 年」

関係省庁連絡会議）では、「現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組む（

）ことにより、それらの課題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出す

こと、そしてそれによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や活動」の重要性が指摘さ

れている。つまり、地球規模の持続可能性に関わる問題は地域社会の問題にもつながっていることを、

いかに子ども達が意識化し、その解決に向けて行動・実践へとつなげていくことが大切であることが改

めて指摘されている。

だからこそ、今回の単元においては、ことさら、新聞記事をもとに、個々の生徒自身が自分たちの日

常に切り込みながら、課題・問題を発見し、その解決に向け、身近なところから行動を開始し、最終的

に自分たちの学びの世界・成果を実生活や社会の変容へとつなげること～つなげていく意思・行動力を

持つこと～を重要と考える。併せて、これらの課題・問題の解決に対しては、個別的な取り組みのみで

は解決が不可能であり、協働的な関係・つながり合いを構築する力、つねにネットワークを張り巡ら

し、時には効果的に関係を取り結ぶなど、関係を変化させていく力が必要となるということを子ども達

に掴ませたい。さらには、この視点をもとに、従来の一斉授業ではなく、授業の中でグループ活動など

の協働的な活動や体験的な活動の場面を意識的に用意し、体験させ、その効用を実感させ、掴み取らせ

ることを意識していきたいと思う。

２） 観 
本校では、一昨年度から２年間、日本新聞協会指定の 実践指定校として、いくつかの実践を積

み重ねてきた。例えば、日常的に地歴公民科では、どの教科においても、 教育の推進と関わって、

新聞を活用し社会的問題やニュースに関心を持たせようと時事ネタを授業の導入での活用、新聞の見

出し入れクイズや読み取り問題、新聞の読み比べなどを通したメディアリテラシー教育を行ってきた。

しかしながら、その過程から見えるのは、日頃から新聞やその他のマスメディアへ意欲的・主体的に

アプローチし、そこから得た情報を取捨選択し、分析し判断するのではなく、一面的な情報や過度に

偏った情報に安易に流される生徒たちが少なくないという事実である。あわせて、その活動が教師か

【 導  文】 指 成  

…これからの学校には、こうした教育の目的及び目標の達成を目指しつつ、一人一人の生徒が、自分のよさ

や可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々

な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにするこ

とが求められる。… 

…教育課程を通して、これからの時代に求められる教育を実現していくためには、よりよい学校教育を通してよ

り良い社会を創るという理念を学校と社会が共有し、それぞれの学校において、必要な学習内容をどのよう

に学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課程において明確にしながら、社会との

連携及び協働によりその実現を図っていくという、社会に開かれた教育課程の実現が重要となる。 
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ら提起された課題に対して受動的に反応するという域を出るものではなく、自らを取り巻く社会的課

題・問題へ主体的・意欲的に目を向け、反応し、主権者として、市民（シティズン）としてその解決

に向け意欲的に想像・創造的に行動する意欲・意思を育成するという観点から見るとかなり弱さを持

っていると言える。

今回、実践を行う１年 組は、比較的学習に対する意欲は高く、教科書レベルでの基礎的基本的事

項の習得という観点からは能力の高い生徒が多い。反面、上記の受動性という観点から見ると、その

域を脱していない。併せて、一斉授業に対しては比較的良好に対応する力は持っているが、グループ

ワークや確定した解答のない課題へのアプローチに対しては困惑し、活動が消極的になる生徒も少な

くない。

（

本単元は、１学年の現代社会の分野で実施していく。上記のような教材観、生徒観を踏まえ、まず、

問題・課題の選択を生徒に任せ、それぞれが主体的に課題・問題解決に向けアプローチさせていきた

い。その上で、これまでの 実践で培ってきた力を基礎として、新聞記事から課題・問題の柱を掴ま

せると同時に、その課題・問題の根幹の部分に関して、自ら情報にアクセスすると同時に、そこで得た

情報を取捨選択しながら、解決方法を模索するよう指導・支援していきたい。さらにはその過程と結果

をグループワークで共有することによって、情報発信力、コミュニケーション力、表現力、分析力、自

己の考え・見方を相対化する力、協働する力などへと結びつけていきたい。そして、これらの活動の結

果として、生徒自身が主権者として、地域の一員として、地球市民としての自覚を持ち、社会参加を意

識する主体へとなるようにするために指導・支援していきたい。 

（ア） 
関心・意欲・態度 

（イ） 
思考・判断・表現 

（ウ） 
資料活用の技能 

（エ） 
知識・理解 

①新聞を中心とした情

報収集を通して、自

己の周辺にある社会

的課題・問題に関す

る関心が高まってい

る。 
②主権者として、社会

的課題・問題の解決

に対してどう取り組

むべきか、主体的・意

欲的に追求してい

る。 
③地球市民としての意

識を持ち、地域的課題

が地球的課題へと結び

①新聞を中心とした情

報やその他のマスメ

ディアなどを通した

情報収集から、何が

社会的課題・問題と

なっているかを掴み

取ろうとしている。 
②収集したあらゆる情

報を多面的・多角的

に考察し、様々な立

場や考え方、価値観

などを踏まえなが

ら、公正に判断し適

切に表現している。 
③他者の考え、意見、見

①現在、自らの周りに

ある社会的課題・問

題に関して、その解

決に向け焦点化し

て、新聞を中心とし

たメディアを通して

情報を収集してい

る。 
②収集した資料の中か

ら社会に生きる主権

者、地球市民として、

どう考え、分析し、判

断し行動するべきか

に関して必要な情報

を適切に選択して、

①民主主義の根幹で

ある国民主権を実

現していくために、

主権者としての具

体的な社会参加を

構想し、その実現に

どのように取り組

んでいけば良いの

かということを分

析し、理解してい

る。 
②民主主義社会に生

きる主権者として、

沖縄や地域の課題・

問題の解決に向か



95

ついていることを意識

し、その解決に向け、ど

のような協働の世界を

築けば良いかについて

模索し考えている。 

解をもとに、自己の

考えや見解を相対化

すると同時に分析し

直し、新たな視点や

考え方を導き出そう

としている。 

効果的に活用してい

る。 
③他者と協働的な活動

を作り出していくた

めに、自己の考え・意

見・視点を他者にわ

かりやすく伝えよう

と意識し努力してい

る。 

い実践的に考えて

いる。 

時  
時間 学 習 活 動 単元の評価規準 評価方法 

 

１ 

・新聞記事選びと記事の内容まと  
め 
新聞記事の中から、地域や沖縄

県が抱える課題・問題に関する

記事を選ぶ。 
・記事の分析とまとめ 

選んだ新聞記事の内容を自己の

関心、視点、考えを明確にしなが

らまとめる。 
・問題意識・分析視点の明確化 
まとめの作業の中で、分からな

いこと、深く掘り下げて追求し

たいことを明確にし、その解決

に向けて自己探求する。 

・新聞を中心とした情報収集を通

して、自己の周辺にある社会的課

題・問題に関する関心が高まって

いる。 
【関心・意欲・態度】 
・新聞を中心とした情報やその他

のマスメディアなどを通した情

報収集から、何が社会的課題・問

題となっているかを掴み取ろう

としている。 
【思考・判断・表現】 
・現在、自らの周りにある社会的課

題・問題に関して、その解決に向

け焦点化して、新聞を中心とした

メディアを通して情報を収集し

ている。 
【資料活用の技能】 

・行動観察 
・ワークシート 

 

２ 
 
 

・記事の分析のまとめ発表と交流 
前時までにまとめた資料をもと

にグループで発表する。 
・さらなる課題へのアプローチ 

発表と交流の中から新たな視点

をもとに、さらに掘り下げて分

析を進める。 

・主権者として、社会的課題・問題

の解決に対してどう取り組むべ

きか、主体的・意欲的に追求して

いる。 
【関心・意欲・態度】 
・現在、自らの周りにある社会的課

題・問題に関して、その解決に向

け焦点化して、新聞を中心とした

メディアを通して情報を収集し

・行動観察 
・ワークシート 
 
 
 

沖縄県立 宜野座高校
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ている。 
【資料活用の技能】 
・他者の考え、意見、見解をもとに、

自己の考えや見解を相対化する

と同時に分析し直し、新たな視点

や考え方を導き出そうとしてい

る。 
【思考・判断・表現】 

 

３ 
 

・SDGｓとの関連から考える① 
SDGｓと自己の問題意識・課題

意識の共通点に関して分析す

る。 
・グループでの活動結果の共有 

個人の活動の結果とグループメ

ンバーの活動の結果を交流する

中で、共通点、相違点などを明確

する。 
・新たな視点・観点の発見 
交流と分析の中で、新たな視点・

観点の発見や自己の視点・観点・

見解の変化などに関してまとめ

る 

・地球市民としての意識を持ち、地

域的課題が地球的課題へと結び

ついていることを意識し、その解

決に向け、どのような協働の世界

を築けば良いかについて模索し

考えている。 
【関心・意欲・態度】 
・収集した資料の中から社会に生

きる主権者、地球市民として、ど

う考え、分析し、判断し行動する

べきかに関して必要な情報を適

切に選択して、効果的に活用して

いる。 
【資料活用の技能】 

・行動観察 
・ワークシート 
 
 

 
 
 

４ 
 
 
 

・SDGｓとの関連から考える② 
・それぞれの視点・観点のつながり 
交流した視点・観点をもとに、新

聞記事と課題点・問題点として

設定した視点を模造紙の上に、

それぞれの関連性を踏まえなが

ら位置づけ、関連性や疑問点、さ

らに探究が必要な点などを記入

し、相関図を作成する。 
・さらなる探究活動 

相関図作成や交流と分析の中か

ら出てきた新たな疑問点・課題

点などに関して各自もしくはグ

ループで探究を進める。 

・他者の考え、意見、見解をもとに、

自己の考えや見解を相対化する

と同時に分析し直し、新たな視点

や考え方を導き出そうとしてい

る。 
【思考・判断・表現】 
・収集したあらゆる情報を多面 

的・多角的に考察し、様々な立場

や考え方、価値観などを踏まえな

がら、公正に判断し適切に表現し

ている。 
【思考・判断・表現】 
・収集した資料の中から民主的社

会に生きる主権者として分析し、

判断し、行動する際に必要な情報

を適切に選択して、効果的に活用

・行動観察 
・ワークシート 
・作成された資料 
 
 
 
 
 
 



97

している。 
【資料活用の技能】 
・民主主義社会に生きる主権者と

して、沖縄や地域の課題・問題の

解決に向かい実践的に考えてい

る。 
【知識・理解】 
・他者と協働的な活動を作り出し

ていくために、自己の考え・意見・

視点を他者にわかりやすく伝え

ようと意識し努力している。 
【資料活用の技能】 

 

５ 
 
 

・沖縄２１世紀ビジョンとの関連 
から 
取り上げた課題・問題点と沖縄

県民が望む将来の姿の共通点、

相違点を探す。 
・課題解決に向けた戦略とビジョ

ン 
班員との交流、分析で得た情報、

考え方、沖縄２１世紀ビジョン

で提起された情報をもとに課題

解決に向けや戦略とビジョンを

構想する。 
戦略とビジョンを①自分自身が

すぐに取り組めること、②周り

の人と協力しながら取り組める

こと、③将来、学習を積んで、技

術を高めてとりくめると考える

ことに分類していく。 
 

・民主主義の根幹である国民主権

を実現していくために、主権者と

しての具体的な社会参加を構想

し、その実現にどのように取り組

んでいけば良いのかということ

を分析し、理解している。 
【知識・理解】 
・他者の考え、意見、見解をもとに、

自己の考えや見解を相対化する

と同時に分析し直し、新たな視点

や考え方を導き出そうとしてい

る。 
【思考・判断・表現】 
・民主主義社会に生きる主権者と

して、沖縄や地域の課題・問題の

解決に向かい実践的に考えてい

る。 
【知識・理解】 
・他者と協働的な活動を作り出し

ていくために、自己の考え・意見・

視点を他者にわかりやすく伝え

ようと意識し努力している。 
【資料活用の技能】 

・行動観察 
・ワークシート 
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年生 取 交 に て

□ 初 の クシ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【生徒の１分間スピーチの準備の例①】 【１分間スピーチに対する他者評価の例①】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【生徒の 1 分間スピーチの準備の例②】 【1 分間スピーチに対する他者評価の例②】  
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生 代 に と

と か ス ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【生徒のワークシートより】 
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 ７ 課題と展望 

○今年度は、昨年度からの継続で、できるだけ週の初めの授業で NIE ワークシートを利用し、新聞記

事の内容読み取りと意見交流の機会を増やすことを意識して実践を行った。学力的な部分も大きく影響

している部分もあるが、日常的に自分の考えや意見をまとめて話すことの経験に乏しい生徒達にとって、

最初のうち、新聞記事の内容まとめを通して考えたことを思ったことを他者にわかりやすく要領よく話

す１分間は、かなり長い時間に感じたはずである。あわせて、家庭で新聞を購読していない生徒の場合に

は、SNS 以外に時事的事象にアプローチする経験はほとんどない。そのような中で、１週間に起こった

主な内容から、簡単に読み取れる内容を選び、記事内容に対する考えや意見をまとめていく作業を繰り

返し行った結果、基礎的な力の育成の部分でかなりのスキルアップが図れたのではないかと感じている。

合わせて、他者へしっかり分かりやすく伝えることを毎回の実践で意識させることより、より発表内容

が洗練されていくのが感じ取れた。同時に、その発表内容に対して他者評価が入ることで、自分の考えや

意見を相対化すると同時に、肯定的な評価をもらうことで自己肯定感の醸成にも繋がる経験となったの

ではないだろうか。 
他方で、１年生の現代社会の授業で取り組んだ「 の視点から沖縄の問題・課題を考える」取り組

みに関しては、新聞記事の読み込みだけでなく、これからの沖縄を担う主権者として、沖縄が抱える課

題・問題を拾い上げ、その解決方法に関して模索し、討議・協議する活動を進めていった。その中で、多

くの生徒が抱える読解力の弱さを改善し向上させるだけでなく、自ら考えて課題・問題の解決方法を模

索し、豊かで持続可能な社会の創造に向け、新たな価値を生み出そうとする主体性の萌芽も育成するこ

とが少なからずできたのではないかとも感じる。３０万部以上のベストセラーとなった新井紀子「 ．

教科書が読めない子どもたち」の中で、 万 千人の中高校生の基礎的読解力を調査することで、著者は

次のことを強く指摘している。

（読むことが苦手な生徒は）「ドリルと暗記で定期テストを乗りきったりすることはできます。けれども、

レポートの意味や、テストの意味は理解できません。 に似ています。 に似ているということは、

に代替されやすい能力だということです」（ｐ ）と警鐘を鳴らす。 
こうした新井さんの指摘を踏まえ、兎にも角にも、私たちがまず意識しなければならないのは、単なる

学力向上だけでなく、ＮＩＥ教育実践を通し、「読みを深める力」の基礎をいかにして育成していくのか

ということだろう。そうした力の育成に向けてＮＩＥ教育が果たす役割はかなり大きい。今年度の実践

を通して、そのことをかなり強く感じた。今後も、こうした課題意識をもとに、これまでの実践内容を精

査し、来年度以降もＮＩＥ教育を通して、読解力を育てるだけでなく、自らの立ち位置をしっかり見定

め、自分なりの問いを立て、その問いの解決に向け主体的に探究する姿勢を生徒たちに育てていく努力

をしていきたい。【比嘉 啓信】

 
○2019 年 12 月に公表された PISA の結果についての報道を俟つまでもなく、高校の指導現場では、文

章の基本的な内容を把握する意味での「読解力」の低さは多くの教員の実感であろう。その原因の一つと

して、地歴公民科の視点から自戒を込めて想起するのが、ゴシック強調による教科書記述とそれに引き

ずられた学校での空欄補充形式の教育である。 
教科書を読んで空欄を補充せよ、との指示を出して、本校の生徒の様子を見ていると、多くの場合、教

科書の文章を読んでいるのではなく、ゴシック強調された語句を探しているのみである。今、空欄で問わ
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れているのがどこの国・地域に関するものなのか、固有名詞であるのか一般名詞であるのか、という判断

が働かない生徒が、成績のよい集団の中でも目につく。 
このような困難は、新聞という「ゴシック強調」のない文章を読ませる場合、より顕著になる。授業の

資料や自習課題などで新聞を提示する場合、それを読んだ上での自らの考えを書くように指示すること

が多かった。すると、かなりの生徒が、事実関係さえも正確に把握していないと思われる的外れな文章を

返してくる、ということが少なからずある。それは、自分の意見をもつ前段階で、「読む」という行為に

問題を抱えているからであろうと推察している。 
逆に言えば、新聞を学校教育、とくに社会科、地歴公民科の授業の中で活用すべき領域が、ここに見い

だせる。 
「ゴシック強調」された文章は、“何が重要な情報であるか”という判断を制作者側が行っており、読

み手（生徒）の思考停止を招く恐れが多い。そのような色づけがされていない（見出し等の誘導はあるが）

新聞のテキストを、5W1H のような基礎的な情報の把握を意識して読ませることに、腰を据えて取り組

みたい。基礎的な読解力が備わっている生徒に対しては、Good thinker’s toolkit のようなものを用い

て、自分なりの問いを立て、探究する姿勢を育てていきたい。【齊藤 憲】 

沖縄県立 宜野座高校
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【沖縄県ＮＩＥ推進協議会組織（ 年度）】

＜会長＞ 仲村守和（元沖縄県教育長）

＜副会長＞ 与那嶺一枝（沖縄タイムス社編集局長）

松元剛（琉球新報社編集局長）

＜顧問＞ 山内彰（元沖縄県教育長）

武富和彦（沖縄タイムス社代表取締役社長）

玻名城泰山（琉球新報社代表取締役社長）

＜ＮＩＥアドバイザー＞

甲斐崇（うるま市立川崎小学校教頭）

佐久間洋（恩納村立恩納小中学校教頭）

石川美穂（興南高校教諭）

松田美奈子（沖縄市立コザ中学校主幹教諭）

宮城英誉（名護市立小中一貫教育校緑風学園）

比嘉美保（沖縄県立桜野特別支援学校）

宮城通就（沖縄県立辺土名高校）

＜事務局長＞ 知花亜美（琉球新報社編集局 推進室長）

※事務局は沖縄タイムス社と琉球新報社が２年交代で担当

＜会員社＞琉球新報社▽沖縄タイムス社▽宮古毎日新聞社（那覇支社）▽八重山毎日新聞

（那覇支局）▽朝日新聞社（那覇総局）▽毎日新聞社（那覇支局）▽読売新聞社（那覇支

局）▽日本経済新聞社（那覇支局）▽共同通信社（那覇支局）▽時事通信社（那覇支局）

【沖縄県ＮＩＥ運動の経過】

＜１９９６年（平成８年）＞

「沖縄県ＮＩＥ連絡会」結成

７月２５日 第１回ＮＩＥ全国大会（東京都）。新聞社員２名、県教育庁指導主事２名が

参加

＜１９９９年（平成１１年）＞

日本新聞教育文化財団によるＮＩＥ実践指定校に那覇市立松島小、同古蔵中、県立首里

東高。※翌年以降の実践指定校は別紙一覧表に掲載

＜２０００年（平成１２年）＞

２月２６日 県ＮＩＥ連絡会を母体に「沖縄県ＮＩＥ推進協議会」設立総会。全国３３

番目。初代会長に津留健二元教育長。事務局を沖縄タイムス社に設置

７月２７日 ＮＩＥ全国大会（神奈川県）参加

＜２００１年（平成１３年）＞

３月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任

資料
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７月２６日 ＮＩＥ全国大会（兵庫県）参加 

＜２００２年（平成１４年）＞   

４月５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任   

８月１日 ＮＩＥ全国大会（北海道）参加  

く２００３年（平成１５年）＞ 

 ３月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に渡久地政吉元那覇市教育長。事務局を琉

球新報社へ 

 ７月３１日 ＮＩＥ全国大会（島根県）参加 

＜２００４年（平成１６年）＞ 

 ７月 日本新聞教育文化財団が「ＮＩＥアドバイザー」制度を発足。県内から兼松力教

諭が認定される 

 ７月２９日 ＮＩＥ全国大会（新潟県）参加 

＜２００５年（平成１７年）＞ 

 ３月２０日 「日本ＮＩＥ学会」が発足 

 ４月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ 

 ７月２８日 ＮＩＥ全国大会（鹿児島県）参加 

 １１月７日 初めての「ＮＩＥ週間」実施 

＜２００６年（平成１８年）＞ 

 ５月２５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任 

 ７月２７日 ＮＩＥ全国大会（茨城県）参加 

く２００７年（平成１９年）＞ 

 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に山内彰元県教育長。事務局を琉球新報社へ 

 ７月２６日 ＮＩＥ全国大会（岡山県）参加 

 １１月１０日 「沖縄県ＮＩＥ実践フォーラム」を初開催（琉球新報社で） 

＜２００８年（平成２０年）＞ 

 ７月３１日 ＮＩＥ全国大会（高知県）参加 

 １１月８日 第２回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で） 

＜２００９年（平成２１年）＞ 

 ４月１７日 ＮＩＥ実践中間報告会（琉球新報社で） 

 ５月９日 ＮＩＥワークショップ（琉球新報社で） 

 ５月１８日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ 

 ７月３０日 ＮＩＥ全国大会（長野県）参加 

 １０月３１日 第３回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（琉球新報ホールで） 

く２０１０年（平成２２年）＞ 

 ３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（沖縄タイムス社で） 

 ３月８日 山内会長、岸本沖縄タイムス社長、高嶺琉球新報社長らが県教育長を訪問し、



107

大城浩統括官にＮＩＥへの一層の理解と連携を要請 

 ４月 財団指定の実践校「奨励枠」に県内から初めて北中城村立北中城小学校、宜野湾

市立宜野湾小学校（ともに０９年度指定）を推薦し、認定される 

 ５月１４日 ＮＩＥワークショップ（沖縄タイムス社で） 

 ６月１日 県独自指定校制度が発足。協議会が４校を指定し、沖縄タイムス・琉球新報

２紙を提供開始。１０年度はうるま市立比嘉小学校、豊見城市立豊見城中学校（以上０９

年財団指定校）、うるま市立石川中学校、与那原町立与那原中学校（以上新規） 

 ６月５日 九州地区事務局長会議・アドバイザー会議（熊本市）に与那嶺功事務局長、

兼松力アドバイザー出席 

 ６月２９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任 

 ７月２９日 ＮＩＥ全国大会（熊本県）参加 

 １１月６日 第４回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）。教育関係者、保

護者ら２００人が参加した。越来小が国語の公開授業。記念講演は作家の大城貞俊さん（琉

球大学准教授）。兼松力教諭（ＮＩＥアドバイザー）、古波津聡越来小教諭、山城銀子小禄

南小校長、奥村敦子沖縄タイムス社学芸部デスク、佐藤ひろこ琉球新報社教育担当キャッ

プをパネリストに、佐久間洋宜野湾小教諭をコーディネーターにシンポジウム「新学習指

導要領とＮＩＥ」を行った 

＜２０１１年（平成２３年）＞ 

 ２月９日 日本新聞教育文化財団の枝元一三コーディネーターを招いた特別講演会「新

学習指導要領とＮＩＥ」（主催＝読谷中、喜名小、共催＝県ＮＩＥ推進協議会）を読谷中学 

校体育館で開催。村内の教職員ら約１２０人が参加した 

 ２月１０日 金武正八郎県教育長に要請活動。山内会長、中根学沖縄タイムス社編集局

長、玻名城泰山琉球新報社編集局長、兼松アドバイザーらがＮＩＥ活動への理解と協力を

要請した 

 ４月 ２０１０年６月にパイロット事業としてスタートした沖縄タイムス社と琉球新報

社による県指定校制度の継続を確認。５校を上限に指定予定 

 ６月１７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ 

 ７月２４日 ＮＩＥ全国大会（青森県）。教師・事務局１３人、取材記者４人が参加 

 ８月２日 ＮＩＥアドバイザー就任要請。山内会長らが４校訪問 

 ９月１４日 日本新聞協会ＮＩＥ専門部会で仲程俊浩氏、佐久間洋氏、甲斐崇氏のＮＩ

Ｅアドバイザー認定が了承される 

 １０月１７日 日本新聞協会主催「第２回いっしょに読もう！新聞コンクール」の地域

審査（琉球新報社で） 

 １１月１２日 第５回県ＮＩＥ実践フォーラム（那覇市立小禄南小学校で）。全２６学級

で公開授業。保護者６００人を含む７５０人が参加 

 １２月１０日 県中学校総合文化祭。中学生が速報発行、両新聞社が支援。ＮＩＥ展示
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ブースも設置。１１日まで 

＜２０１２年（平成２４年）＞  

 ２月１５日 大城浩県教育長を訪問（山内会長、アドバイザー、両新聞社編集局長）。夏

休みの短期講座の開催、全国大会への職員派遣を確認 

 ３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（琉球新報社で） 

 ４月２１日 県ＮＩＥ研究会発足。教員主体の研究組織を目指す。当面、新聞社主催の

講座に合わせて会合を開く 

 ６月２２日 県ＮＩＥ推進協議会総会。地元２社の会費の増額を承認（６万円から１０

万円に）。他の加盟社の会費増額は次年度総会までに議論することにした 

 ７月３０日 ＮＩＥ全国大会（福井県）参加。県教育庁から職員３人が参加 

 ７月・８月 県立総合教育センターで初の教員向け研修。７月２７日に短期研修講座・

小学校社会科講座の一部として佐久間アドバイザーが講師。８月３日は中学校社会・高校

地歴公民講座の一部として兼松アドバイザーが講師 

 １１月３日 第６回県ＮＩＥ実践フォーラム（うるま市立中原小学校で）。県教育委員会、

うるま市教育委員会の後援を得た。特別支援を含む全学年全学級で公開授業を行い、保護

者や教育関係者、新聞関係者計８００人が来場した。教師向け、保護者向けのワークショ

ップ（分科会）も開催し、兼松・佐久間・甲斐アドバイザーが講師 

＜２０１３年（平成２５年）＞ 

 １月２０日 教師向けメーリングリスト開設 

 ２月２０日 大城浩県教育長を山内会長らが訪問。全国大会への職員派遣、行政主催の

研修へのＮＩＥ採用に謝意を述べた 

 ３月６日 実践報告会（琉球新報社で）。協会指定、県指定１０校のうち９校が報告した 

 ４月 県立総合教育センターの出前講座にＮＩＥが開設。甲斐崇研究主事（ＮＩＥアド

バイザー）が担当して校内研修や児童生徒の授業に対応開始 

 ５月１１日 教師向け研修会「第１回おきなわＮＩＥセミナー」開催。昨年度まで新聞

社主催だった講座を推進協主催に。原則として偶数月に開催する 

 ５月２４日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会費、会則の変更を了承。会費は地元２社１０

万円から１５万円に、全国紙４社３万円から４万円に、通信社２社１万円から３万円に、

宮古・八重山２社３万円据え置き。役員では副会長を１名から２名とし、地元紙２社の編

集局長を充て、任期を１年から２年とした。再任を妨げないことは従来通り。事務局が沖

縄タイムス社へ 

７月２５日 ＮＩＥ全国大会（静岡県）参加。県教育庁が前年に続いて職員を派遣し、

県内の教育関係者、新聞社関係者らが参加 

７月３０日 金武町教育委員会が主催する教員研修に４人のＮＩＥアドバイザーを派

遣 

８月１３日 県中頭教育事務所が主催する１０年経験者研修の選択研修でＮＩＥが取
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り入れられ、２０人が受講。推進協に講師派遣依頼があり、兼松、佐久間両アドバイザー

が校種に分かれて講師を務めた 

１１月３０日 第７回実践フォーラム（県立総合教育センターで）。沖縄市立コザ小学校

の４年生、５年生が公開授業。パネルディスカッションは実践校の教員、県教育行政、教

育センターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解

説・ワークショップもあった。約１５０人が参加。※古波津聡沖縄市立コザ小学校教諭が

５人目のＮＩＥアドバイザーに承認 

＜２０１４年（平成２６年）＞ 

 ２月６日 山内彰会長、玻名城泰山琉球新報社取締役編集局長、武富和彦沖縄タイムス

社取締役編集局長ら７人が県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問 

 ３月４日 実践報告会（沖縄タイムス社）１２校が発表。ほか２校が紙面発表。県指定

校の拡大にともない、過去最大の報告校数になった 

 ５月２４日 九州アドバイザー・事務局長会議を沖縄で開催（沖縄タイムス社）。沖縄か

らは推進協発足の経緯やフォーラム開催などの活動報告、教育センターにＮＩＥ出前講座

が盛り込まれたことなどを報告 

 ６月２８日 ６月のおきなわＮＩＥセミナーから、セミナー開催前の午前中に実践教員

に呼び掛けて「研究部会」を開催。それぞれの実践を持ち寄り、情報交換 

 ７月３１日 ＮＩＥ全国大会（徳島県）参加。８月１日まで 

 １１月１日 第８回実践フォーラム（県立総合教育センターで）興南中学校の国語の公

開授業、授業研究会を行った。約５０人が参加 

＜２０１５年（平成２７年）＞ 

２月１３日 山内彰会長、副会長の武富和彦沖縄タイムス社取締役編集局長、潮平芳和

琉球新報社編集局長、兼松アドバイザー、佐久間アドバイザーが県教育庁に諸見里明県教

育長を表敬訪問 

 ３月２日 実践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護

市立真喜屋小、興南中学・高校、那覇市立小禄南小から報告を受け、３グループに分かれ

て報告の内容や日頃の実践について意見交換 

 ５月１９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ 

 ６月２５日 山内彰会長、甲斐崇ＮＩＥアドバイザーらが北中城村教育委員会に森田孟

則教育長らを訪問。地域連携型の ＮＩＥ の推進について意見交換 

 ６月２７日 ＮＩＥ研究部会を開催。佐久間洋ＮＩＥアドバイザー、松田美奈子美東中

教諭が記事を使った道徳の授業について実践報告。１５年度から研究部会の開催を定例化

し、教員らの実践内容の共有、意見交換の場とすることを確認した 

 ７月３０日 第２０回ＮＩＥ全国大会（秋田県）に、山内彰会長ら教育関係者７人と新

聞社関係者９人の計１６人が参加。「『問い』を育てるＮＩＥ思考を深め、発信する子ども

たち」をテーマにしたパネル討論や公開授業、実践発表などを通して論理的思考力など「２
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１世紀型学力」とＮＩＥの取り組みを学んだ 

 ９月９日 日本新聞協会ＮＩＥアドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈

子美東中教諭が認定 

 １１月１２日 日本新聞協会実践指定校の那覇市立城北小学校が１１月のおきなわＮＩ

Ｅ月間に合わせ、４年（総合学習）、５年（道徳）、６年（国語）の公開授業を同校で行っ

た 

 １１月２６日 第６回「いっしょに読もう！新聞コンクール」（日本新聞協会主催）で、

小学生部門の最優秀賞に北中城小６年の瀬底蘭さんが選ばれた。同コンクールの最優秀賞

は県内初。奨励賞３人、優秀学校賞に大里南小が選ばれた 

＜２０１６年（平成２８年）＞ 

 ２月１６日 山内彰会長、潮平芳和琉球新報編集局長、武富和彦沖縄タイムス編集局長

の両副会長らは県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問。教育行政とのさらなる連携を確

認した。いっしょに読もう！新聞コンクール最優秀賞の瀬底蘭さんの受賞も報告した 

 ３月１日 ２０１５年度の実践報告会を琉球新報社で開催。日本新聞協会ＮＩＥ実践校

のうち本年度で実践期間が終了する城北小、大里南小、興南中・高校がこれまでの取り組

みや成果を報告した 

 ５月２８日 県ＮＩＥ推進協議会総会 

 ６月１８日 ＮＩＥ研究部会を「ＮＩＥカフェ」として、ケーキやコーヒーの出る飲食

店で開催した。原則毎月第３土曜日の午後２時から開催し、教員が参加しやすい環境にし

た 

 ８月４日 第２１回ＮＩＥ全国大会（大分県）に、山内彰会長ら教育関係者９人と新聞

社関係者が参加。パネル討論や公開授業を通し、大分や各地の事例や手法などに理解を深

めた 

 １１月４日 県ＮＩＥ実践フォーラム２０１６（沖縄市立室川小学校で）。おきなわＮＩ

Ｅ月間（県教育委員会後援）の中心行事として開催。２、３、６学年（計３クラス）の公

開授業や全体会を行った。約１２０人が参加 

 １２月１０日 第２２回県中学校総合文化祭で中学生が速報を発行し、両新聞社が支援

した。ＮＩＥ展示コーナーも設置し、実践校や新聞社の活動を紹介。１１日まで 

＜２０１７年（平成２９年）＞ 

 ３月１日 実践報告会（琉球新報社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の室川小、

県立森川特別支援学校が報告発表を行った 

 ４月２０日 山内彰会長、副会長の普久原均琉球新報社編集局長、石川達也沖縄タイム

ス社編集局長、佐久間アドバイザー、石川アドバイザーらが県教育庁に平敷昭人県教育長

を表敬訪問 

 ５月２６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。共同通信社の会費増額を承認（３万円から４万

円に）。事務局が沖縄タイムス社へ 



111

 ５月２７日 本年度最初のおきなわＮＩＥセミナー。新聞協会取材の「いっしょに読も

う新聞コンクールを授業に組み込む」（佐久間アドバイザー）。その後、６月はこども新聞

沖縄戦特別版の活用方法（松田アドバイザー）、１１月は「はがき新聞作り」（プール学院

大学の今宮信吾准教授）、２月に「NIE 年間計画の立て方」（石川アドバイザー）を行った。 

 ８月３、４日 ＮＩＥ全国大会名古屋大会に山内彰会長、蔵根美智子前室川小校長、松

田美奈子アドバイザー、金城治・県立総合教育センター研究主事、宮城英誉・緑風学園教

諭、比嘉美保・森川特支教諭、内山直美・糸満中教諭、地元新聞社員が参加した 

 １２月９、１０日 「第２３回県中学校総合文化祭」（沖縄市民会館など）で、沖縄タイ

ムス、琉球新報の移動編集車両（ワラビーＧＯ！、りゅうちゃん号）を活用し、大会の速

報作りを行った。速報作りには糸満中、美東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導

した 

＜２０１８年（平成３０年）＞ 

 １月１７日 名護市教育委員会の後援を得て、実践指定校の同市立小中一貫教育校緑風

学園で NIE 実践フォーラムを開催。朝の NIE フリートーク再現、５年生の社会、１年生と

８年生（中学２年）合同の国語の３本の授業を公開。小中一貫校らしい異学年の学びの蓄

積を他校教員、保護者らに見せた。学校の取り組みを振り返る全体会も行った 

 ３月８日 ２０１７年度の実践報告会を那覇市の沖縄タイムス社で開催した。日本新聞

協会指定のうち、指定最終年の高原小、美東中、興南高校が報告発表を行った。その後、

他の指定校の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った 

 ５月１０日 緑風学園の宮城英誉教諭がＮＩＥアドバイザーに認定。北部地区での教師

ネットワークづくりへ 

 ５月２６日 ６年目の「おきなわＮＩＥセミナー」スタート。この日は「話す力・書く

力を育てる指導法」をテーマに佐久間洋、宮城英誉両アドバイザーが講師。その後、６月

「切り抜き新聞」（甲斐崇アドバイザーがメイン講師）、１２月「はがき新聞」（講師は桃山

学院教育大学の今宮信吾准教授）を行った。 

 ５月３１日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に仲村守和元県教育長を選出。山内彰会長

は顧問に就任。６月４日に新旧会長が平敷昭人県教育長を訪問した 

 ７月２６、２７日 ＮＩＥ全国大会岩手大会に宮城英誉アドバイザー、比嘉美保桜野特

別支援学校教諭、宮城通就宜野座高校教諭、蔵根美智子放送大学沖縄学習センター客員准

教授、地元新聞社員が参加した 

 ８月４日 実践資料集（仮称）制作のため、編集委員会を結成し、８、９、１０、翌年

１月に会議。編集作業を進めた。 

 １０月９日 県教育庁の県立学校教育課、義務教育課から各１人の指導主事を推進協の

幹事に任命 

 １１月８日 比嘉美保桜野特別支援学校教諭がＮＩＥアドバイザーに承認された 

 １１月１２日 糸満市立糸満中学校でＮＩＥ実践フォーラム開催。数学、英語、国語、
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理科で公開授業を行った

１２月８、９日 「第２４回県中学校総合文化祭」（うるま市民芸術劇場など）で、沖縄

タイムス、琉球新報の移動編集車両で大会の速報作りを行った。速報作りには糸満中、美

東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した

＜２０１９年（平成３１年）＞

１月７、１１日 仲村守和会長が沖縄タイムス社、琉球新報社の社長を訪ね、学校への

購読料軽減措置を要請。７日には平敷昭人県教育長を訪ね、学校図書館への新聞配備状況

の調査を要請した

３月１５日 ２０１８年度の実践報告会を那覇市のてぃるるで開催した。日本新聞協会

指定のうち、指定最終年の糸満中、宜野座高校が報告発表を行った。その後、他の指定校

の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った

４月６日 ＮＩＥカフェ開催。４月２０日、７月、９月、翌年２月、３月とアドバイザ

ーの先生たちと実践資料集（仮称）の編集会議を開催。

５月７日 県立辺土名高校の宮城通就教諭が、日本新聞協会のＮＩＥアドバイザーに承

認された。

５月２５日 ７年目の「おきなわＮＩＥセミナー」がスタート。「簡単にできるＮＩＥ入

門編」（宮城英誉教諭が講師）を行った。その後６月２９日に「簡単にできるＮＩＥ～特別

支援教育向けと他校種への応用」（比嘉美保教諭が講師）、１０月１９日に「時事カルタ」（宮

城通就教諭）のセミナーを実施した。１１月２日は、桃山学院教育大の今宮信吾准教授に

よる「はがき新聞づくり」をセミナーの一環として開いた。

５月２９日 沖縄県ＮＩＥ推進協議会総会開催

５月３１日 仲村守和会長ら３役が沖縄県教育庁を訪れ、県立学校教育課の石垣真仁指導

主事と義務教育課の山内かおり指導主事の２人を沖縄県ＮＩＥ推進協議会の幹事に任命。

８月１、２日までＮＩＥ全国大会栃木大会に、宮城英誉アドバイザー、佐久間守アドバ

イザー、宮城通就アドバイザーと実践指定校の古堅南小学校から教諭１１人、藏根美智子

放送大学学習センター客員准教授、地元新聞社員が参加した。

１１月１２日 読谷村立古堅南小学校でＮＩＥ実践フォーラムを開催。２年、３年、５

年の公開授業のほか、秋田大学大学院特別教授の阿部昇氏の講演会も実施。

１２月７日 「第 回いっしょに読もう！新聞コンクール」の地域表彰式を那覇市の琉

球新報社で初めて開催。

１２月７、８日 第２５回沖縄県中学校総合文化祭（浦添市のアイム・ユニバースてだ

こホールなど）で、琉球新報、沖縄タイムスの両社がそれぞれ移動編集車両で大会の速報

作りに協力した。

＜２０２０年（令和２年）＞

１月７、８日 仲村守和会長が琉球新報、沖縄タイムスの両社の社長を訪ね、学校への

購読料軽減措置を要請。また平敷昭人教育長を訪ね学校図書館への新聞配備を要望した。
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沖縄県内の実践指定校一覧

＜２０１９年度＞

【日本新聞協会指定】読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽石垣市立大浜小学校

▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス高

等学校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風

学園▽沖縄市立高原小学校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽沖縄市立コザ

中学校▽沖縄県立宜野座高校▽与那国町立与那国小学校

＜２０１８年度＞

【日本新聞協会指定】うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校▽

読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽浦添市立仲西小学校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立美東中学校▽興南中

学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇市立城北小学校

▽石垣市立石垣小学校▽沖縄市立室川小学校▽沖縄市立高原小学校

＜２０１７年度＞

【日本新聞協会指定】沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市

立美東中学校▽興南高校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽久米島町立久米島小学校▽

渡嘉敷村立渡嘉敷中学校▽沖縄市立室川小学校▽県立森川特別支援学校

＜２０１６年度＞

【日本新聞協会指定】沖縄市立室川小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽興南高校▽県立森

川特別支援学校▽沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立美東

中学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校

▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽宮古島市立西辺小学

校▽久米島町立久米島小学校▽八重瀬町立具志頭中学校▽渡嘉敷村立渡嘉敷中学校

＜２０１５年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】興南中学校・高校【日本新聞協会指定通常枠】南城市立大

里南小学校▽那覇市立城北小学校▽沖縄市立北美小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽沖縄市

立室川小学校▽県立森川特別支援学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学

校▽沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立石垣小学校▽沖縄アミー

クスインターナショナル▽宜野座村立松田小学校▽那覇市立小禄南小学校

＜２０１４年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校【日本新聞協会指定通常枠】名護市

立真喜屋小学校▽興南中学校・高校▽南城市立大里南小学校▽北谷町立浜川小学校▽那覇
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市立城北小学校▽石垣市立伊野田小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中

学校▽沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立コザ小学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽伊平

屋村立伊平屋小学校▽石垣市立宮良小学校▽県立泊高校▽沖縄アミークスインターナショ

ナル▽宜野座村立松田小学校▽宮古島市立平良中学校 

＜２Ｏ１３年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル▽名護市立真喜屋小学校▽恩納村立喜瀬武原小中学校▽興南中学校▽県立陽明高

校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽

北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校▽石垣市立宮良小

学校▽県立沖縄工業高校 

＜２０１２年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽豊見城市立豊見城中学校

▽北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校 

＜２Ｏ１１年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校【日本

新聞協会指定通常枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市立勝連小学

校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立真和志高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】与那原町立与那原中学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２０１０年度＞ 

 【日本新聞教育文化財団指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学

校【日本新聞教育文化財団指定】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市

立勝連小学校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立

真和志高校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】うるま市立比嘉小学校▽与那原町立与那原中

学校▽うるま市立石川中学校▽豊見城市立豊見城中学校 ※年度末で日本新聞教育文化財

団が日本新聞協会と合併 

＜２００９年度＞ 

 ※これ以前はすべて日本新聞教育文化財団指定▽那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵

中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北

中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２００８年度＞ 

 那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江

洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２００７年度＞ 
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 那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽糸満市立三和中学校（注１）▽那覇市立石

嶺中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校 （注１）座間味村立慶留間小中学校

から実践者異動による実践校の変更 

＜２００６年度＞ 

 那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽座間味村立慶留間小中学校▽那覇市立石嶺

中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校▽県立向陽高校（注２）▽県立南風原高

校（注２） （注２）実践者の休職などによる指定中止 

＜２００５年度＞ 

 浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立浦添商業高校 

＜２００４年度＞ 

 浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立那覇高校▽県立浦添商業高校 

＜２００３年度＞ 

 那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立那覇高校▽県立辺土名高校 

＜２００２年度＞ 

 那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立中部商業高校▽県立辺土名高校 

＜２００１年度＞ 

 豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立中部商業高校▽県立浦添高校 

＜２０００年度＞ 

 豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立首里東高校▽県立浦添高校 

＜１９９９年度＞ 

 那覇市立古蔵中学校▽那覇市立松島小学校▽県立首里東高校 
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